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先日ロサンゼルスで開催された PSMA ＆ Beyond Con-
ference 2025に参加してきました．ご承知の通り PSMA

（Prostate Specific Membrane Antigen : 前立腺特異的膜抗
原）は前立腺癌の 90％以上で発現している膜タンパク
で，Theranostics（治療 Therapeutics ＋診断 Dia gnosticsの
造語）の標的分子として注目されています．欧米を中
心に，前立腺癌の診断・治療に広く応用され，PSMA-
PETを用いた画像診断やβ線放出核種ルテチウム─ 177

（177Lu）を用いた PSMA 放射線内用療法が行われていま
す．画像診断ではこれまで同定できなかった術後生化
学的再発や転移巣を容易に同定できると言われていま
すし，治療においては新規アンドロゲン受容体シグナ
ル阻害薬（ARSI）やタキサン系抗がん薬に抵抗性の転
移巣が，劇的に消失する症例も報告されています．わ
が国でも近い将来導入されることが噂されています．

本研究会では，PSMA 放射線内用療法の今後の展望
として，現在進行中の臨床研究や基礎研究も紹介され
ていました．もともとは転移を有する去勢抵抗性前立
腺癌（mCRPC）に対する 2nd line，3rd lineの治療とし
て報告されましたが，mCRPCに対する 1st line 治療，
去勢感受性前立腺癌に対する 1st line 治療，限局性前
立腺癌治療後の生化学的再発のみならず neoadjuvant
や adjuvant 療法の臨床研究も進行中とのことです．ま
た，ARSI，免疫チェックポイント阻害薬（ICI）との

併用療法に関する臨床研究，臨床応用が始まっている
α線放出核種 225Acや，67Cu，161Tb，212Pbなどの核種
を用いた次世代 PSMA 放射線内用療法に加えて，開
発中の PSMA 放射線抗体療法の講演もありました．

近年，分子標的薬，ICI，抗体薬物複合体など新し
い薬剤が次々に開発され，泌尿器がんの治療は劇的な
変化を遂げました．しかしその一方で，これら新薬に
もさまざまな問題点が指摘されているようです．コス
トの高い治療ですし，印籠を振りかざすように捉えら
れがちなランダム化比較試験ですが，そのデザインや
解釈の妥当性に問題があることも指摘されています．
多くの有害事象に悩まされながら無増悪生存期間の数
か月の延長が本当に患者さんの QOLに寄与している
のか．患者さんの病状は個々それぞれ異なる中で，統
計学的有意差が本当に意味のあることなのか．

本研究会の最終日の夜，少し足を延ばしてドジャー
スタジアムを訪れ，ロサンゼルス・ドジャーズ vsデト
ロイト・タイガースの試合を見に行きました．先発は
佐々木朗希投手，1 番バッターは大谷翔平選手．日本
人野球選手もメジャーリーグで大活躍するようになり，
私たち日本人に誇りと勇気を与えてくれました．薬物
治療の劇的進歩は私たちに何をもたらしてくれるの
か？　答えはまだまだ先にあるような気がします．

（小島祥敬）
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